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一　

は
じ
め
に

和
食
が
、
２
０
１
３
年
に
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
世
界
に
日
本
の
伝
統
食
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
の
増
加
も
期
待
さ
れ
る
大
変
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。
一
方
で
‘
遺

産
’
を
国
語
辞
典
風
に
解
説
す
れ
ば
、
そ
の
も
の
の
死
、
な
い
し
消
滅
後
に
残

さ
れ
る
財
産
の
総
称
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
和
食
、
特
に
伝
統
的
に
保
持
さ
れ

て
き
た
ロ
ー
カ
ル
な
地
域
伝
統
食
が
消
滅
の
危
機
に
あ
る
こ
と
も
意
味
し
て
い

る
１

。
日
本
の
伝
統
食
の
基
本
は
、
「
一
汁
三
菜
」
、
す
な
わ
ち
、
主
・
雑
穀
で
あ
る

コ
メ
、
ム
ギ
、
ア
ワ
、
ヒ
エ
な
ど
の
ご
飯
と
み
そ
汁
な
い
し
す
ま
し
汁
、
主
菜
、

ご
ち
そ
う
と
し
て
の
魚
介
類
料
理
と
野
菜
、
イ
モ
類
に
香
の
物
が
付
く
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
魚
の
読
み
は
本
来
「
う
お
」
で
あ
る
が
、
食
中
酒
と

し
て
好
ま
れ
て
き
た
清
酒
や
焼
酎
の
酒
菜
（
さ
か
な
）
と
し
て
供
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
の
で
、
い
つ
の
ま
に
か
魚

≒

さ
か
な
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

斯
く
の
如
く
、
酒
と
魚
は
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
本

講
で
は
、
地
域
の
伝
統
的
な
食
文
化
で
あ
る
魚
と
酒
に
絞
っ
て
、
そ
れ
ら
の
全

国
的
、
地
域
的
ス
ケ
ー
ル
で
の
嗜
好
展
開
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上

で
、
こ
れ
ら
の
伝
統
食
文
化
を
活
用
し
た
地
域
振
興
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た

い
２

。

二　

日
本
に
お
け
る
伝
統
的
魚
介
類
食
の
展
開

二-

一　

魚
介
類
消
費
を
め
ぐ
る
状
況
の
推
移

本
節
で
は
、
和
食
の
主
菜
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
伝
統
的
魚
介
類
食

が
時
代
の
推
移
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
な
変
化
を
み
せ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て

言
及
す
る
。
ま
ず
、
こ
こ
で
言
う
伝
統
的
魚
介
類
食
と
い
う
の
は
、
い
つ
の
時

代
の
も
の
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
伝
統
的
と
い
う
用
語
は
、
実
に
曖
昧
で
は

あ
る
。
日
本
で
は
、
太
平
洋
戦
争
直
後
の
食
糧
難
の
時
代
を
乗
り
越
え
た
頃
に

は
、
遠
洋
捕
鯨
漁
業
が
隆
盛
を
迎
え
、
ク
ジ
ラ
肉
が
多
く
市
場
に
出
回
る
こ
と

に
な
っ
た
（
ピ
ー
ク
は
１
９
６
０
年
代
初
期
）
。
１
９
５
５
年
頃
か
ら
始
ま
る

高
度
経
済
成
長
期
に
入
っ
て
も
、
そ
の
初
期
に
は
伝
統
食
の
変
化
は
、
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
１
９
６
５
年
頃
か
ら
魚
介
類
食
の
中
心
で

あ
っ
た
大
衆
魚
ア
ジ
の
漁
獲
・
消
費
が
大
幅
減
少
を
見
せ
る
。
１
９
７
５
年
頃

に
は
、
同
じ
く
大
衆
魚
の
代
表
で
あ
っ
た
サ
バ
も
漁
獲
・
消
費
が
大
幅
減
少
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
１
９
８
４
年
の
漁
獲
量
ピ
ー
ク
を
経
て
、
１
９
９
０
年
代

に
入
る
と
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
や
チ

リ
産
の
輸
入
養

殖
サ
ー
モ
ン
の

消
費
が
急
増
す

る
。
現
在
の
中

心
食
材
は
、
こ

の
輸
入
サ
ー
モ

ン
や
マ
グ
ロ
、

ブ

リ

と

い

っ

た
、
か
つ
て
普

段
簡
単
に
は
手

を
出
せ
な
い
ハ

レ
の
魚
が
担
っ

て
い
る
。
さ
ら

に
、
２
０
０
１

年

を

ピ

ー

ク

に
、
そ
の
後
魚

介

類

消

費

量

は
、
大
幅
減
少
、

図１　日本の魚介類消費量推移
　　　農林水産省「食料需給表」による。
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い
わ
ゆ
る
、
「
魚
離
れ
」
が
顕
著
に
表
れ
て
き
て
い
る
（
図
１
）
。

こ
う
し
た
魚
介
類
消
費
の
推
移
を
眺
め
た
時
、
最
初
に
あ
げ
た
、
日
本
の
伝

統
的
魚
介
類
食
と
は
、
い
つ
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
い
の
答
え

と
し
て
、
伝
統
的
な
魚
介
類
食
の
大
き
な
変
化
が
起
き
る
１
９
６
５
年
以
前
の

も
の
を
指
す
と
し
て
お
こ
う
３

。

二-

二　

伝
統
的
魚
介
類
食
の
地
域
的
展
開

日
本
の
伝
統
的
魚
介
類
食
が
地
域
的
に
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
の
か
に

つ
い
て
、
こ
こ
で
は
農
山
漁
村
文
化
協
会
の
『
日
本
の
食
生
活
全
集
』
全
４
８

巻
を
資
料
と
し
て
、
分
析
を
進
め
て
い
く
４

。
本
全
集
は
、
全
都
道
府
県
に
つ

い
て
、
５
～
７
ほ
ど
の
地
点
を
例
に
、
聴
き
取
り
に
よ
っ
て
昭
和
初
期
頃
の
食

を
季
節
ご
と
、
ケ
、
ハ
レ
食
に
分
け
て
掲
載
し
て
い
る
。
も
と
も
と
定
量
的
な

分
析
を
意
図
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
一
定
の
基
準
を
も
っ
て
調
査

さ
れ
た
成
果
で
あ
り
、
定
量
的
分
析
に
も
十
分
耐
え
う
る
デ
ー
タ
と
言
え
、
そ

の
分
析
に
よ
っ
て
、
当
時
の
食
の
地
域
性
に
つ
い
て
も
描
き
出
す
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
全
国
４
７
都
道
府
県
で
の
魚
介
類
料
理
総
掲
載
数
が
２
，
８
８
８
品

目
あ
っ
た
。
今
回
は
、
特
に
調
理
法
を
も
と
に
、
魚
介
料
理
の
展
開
に
関
す
る

分
析
を
試
み
る
。
ま
ず
、
日
本
全
域
で
の
魚
介
類
調
理
法
の
内
訳
を
見
る
と
、

「
煮
る
・
炊
く
」
系
の
料
理
が
全
体
比
の
３
２
．
５
％
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

次
い
で
「
漬
け
る
」
（
発
酵
）
系
が
１
１
．
３
％
、「
焼
く
」
系
が
１
１
．
１
％
、

「
鍋
・
汁
物
」
が
９
．
２
％
、
「
あ
え
る
・
混
ぜ
る
」
（
生
食
）
系
が
９
．
１
％
、

「
す
し
」
系
が
４
．
８
％
、「
生
食
」
系
が
４
．
５
％
、「
干
す
」
、「
練
り
物
」
、「
そ

の
他
の
発
酵
物
」
が
そ
れ
ぞ
れ
３
．
３
％
、
「
炒
め
る
」
が
２
．
５
％
、
「
な
れ

ず
し
」
（
発
酵
）
系
が
１
．
５
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

次
い
で
、
都
道
府
県
別
の
調
理
内
訳
に
関
す
る
共
通
性
を
有
す
る
地
域
の
類

型
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
全
国
が
１
２
に
区
分
さ
れ
る
地
域
類
型
を
析

出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、
そ
れ
ら
を
個
々
に
解
説
し
て
い
く
。

１
．
北
海
道
・
東
北

型　

北
海
道
と
青

森
、
岩
手
、
秋
田
、

宮
城
、
山
形
、
福
島

の
東
北
６
県
が
含
ま

れ
る
。
冬
季
厳
寒
の

地
で
あ
り
、
寒
さ

に
対
応
す
る
温
か

い
「
鍋
・
汁
物
」
が

１
７
．
３
％
と
１
２

地
域
の
中
で
最
も
多

く
な
っ
た
。
全
国
的

に
多
い
「
煮
る
・
炊

く
」
は
、
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
い
が
、
当
タ

イ
プ
の
２
つ
目
の
特

徴
と
し
て
、
長
い
冬

を
乗
り
越
え
る
た
め

の
保
存
食
に
関
わ
る

「
漬
け
る
」
（
１
５
．

７
％
）
、
「
他
の
発
酵

物
」
（
６
．
１
％
）
の
多
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

２
．
関
東
沿
岸
型　

茨
城
、
千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
の
１
都
３
県
が
含
ま
れ

る
。
当
タ
イ
プ
も
、
冬
の
寒
さ
に
対
応
す
る
「
煮
る
・
炊
く
」
（
３
６
．
５
％
）
、

「
鍋
・
汁
物
」
（
１
２
．
１
％
）
が
多
い
。
こ
の
他
で
は
、
魚
ど
こ
ろ
で
あ
る
千

葉
県
や
小
田
原
カ
マ
ボ
コ
が
有
名
な
神
奈
川
県
な
ど
の
「
練
り
物
」（
６
．
０
％
）

の
多
さ
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
当
時
比
較
的
高
価
な
油
を
使
っ
た
「
炒
め
る
」

が
４
．
８
％
と
多
い
の
は
、
経
済
的
な
豊
か
さ
と
先
進
性
ゆ
え
で
あ
る
。

図２　地域別にみた魚介料理調理法の内訳
　　　農山漁村文化協会『日本の食生活全集』による。
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３
．
関
東
内
陸
型　

栃
木
、
群
馬
、
埼
玉
の
３
県
が
含
ま
れ
る
。
当
タ
イ
プ
も
、
冬
、

冷
た
い
空
っ
風
が
吹
き
付
け
る
地
域
で
あ
り
、
寒
さ
に
対
応
す
る
「
煮
る
・
炊

く
」
が
４
３
．
９
％
と
、
１
２
地
域
の
中
で
も
最
も
多
く
な
っ
た
。
ま
た
、
当

タ
イ
プ
の
地
域
で
は
、
「
炒
め
る
」
が
７
．
６
％
と
、
関
東
沿
岸
よ
り
も
さ
ら

に
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
内
陸
で
海
産
魚
介
の
入
り
に
く
い
地
域
で
あ

る
が
、
地
産
淡
水
魚
の
「
生
食
」
が
５
．
３
％
と
多
く
な
っ
て
い
る
点
に
特
徴

が
あ
る
。

４
．
北
陸
東
部
型　

新
潟
、
富
山
の
２
県
が
含
ま
れ
る
。
冬
の
寒
さ
に
対
応
す

る
「
煮
る
・
炊
く
」
、
「
鍋
・
汁
物
」
は
、
目
立
つ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、
冬
季

雪
深
い
土
地
柄
で
、
保
存
食
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
、「
漬
け
る
」
（
発
酵
）

系
が
２
１
．
２
％
と
、
１
２
地
域
の
中
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
同
じ
意
味
で
、

「
そ
の
他
の
発
酵
物
」
（
９
．
１
％
）
、
「
な
れ
ず
し
」
（
５
．
３
％
）
も
、
突
出

し
て
お
り
、
発
酵
物
に
大
き
な
特
徴
を
持
つ
地
域
で
あ
る
。

５
．
中
部
型

北
陸
西
部
の
石

川
、
福
井
、
内

陸
県
の
岐
阜
、

長
野
、
山
梨
、

お
よ
び
黒
潮
洗

う
静
岡
県
の
６

県

が

含

ま

れ

る
。
魚
介
類
食

の
少
な
い
内
陸

県
と
魚
介
類
食

の
盛
ん
な
日
本

海
側
の
北
陸
、

太
平
洋
側
の
静

岡
県
が
含
ま
れ

る
た
め
、
複
合
的
な
魚
介
摂
食
が
展
開
す
る
が
、
全
体
と
し
て
は
平
均
化
さ
れ

て
全
国
的
な
傾
向
に
近
い
。
そ
の
中
で
、
特
筆
で
き
る
の
は
、
「
焼
く
」
系
が

全
県
で
１
５
％
を
越
え
て
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
他
で
は
、
福
井
、
静
岡
の

臨
海
県
で
「
干
す
」
（
福
井
県
：
８
．
９
％
、
静
岡
県
：
８
．
８
％
）
が
突
出

し
て
い
る
の
は
、
大
量
に
獲
れ
る
魚
介
の
保
存
目
的
と
考
え
ら
れ
る
。

６
．
近
江
型　

滋
賀
県
は
内
陸
県
で
あ
り
、
か
つ
日
本
最
大
の
面
積
・
貯
水
量

を
誇
る
琵
琶
湖
が
あ
り
、
淡
水
魚
の
摂
食
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
特
に
ニ
ゴ

ロ
ブ
ナ
を
使
っ
て
作
ら
れ
る
伝
統
の
ふ
な
ず
し
が
、
代
表
的
な
郷
土
食
と
な
っ

て
い
る
。
調
理
法
の
内
訳
で
も
、
「
漬
け
る
」
が
２
０
．
６
％
、
「
な
れ
ず
し
」

が
１
１
．
３
％
と
１
２
地
区
で
も
ダ
ン
ト
ツ
で
あ
る
。
ま
た
、
淡
水
魚
の
生
食

系
「
あ
え
る
・
混
ぜ
る
」
が
６
．
２
％
、
「
生
食
」
が
４
．
１
％
と
多
く
な
っ

て
い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。

７
．
近
畿
・
中
京
型　

三
重
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
奈
良
、
和
歌
山
県
と
中

部
地
方
で
類
似
性
を
持
つ
愛
知
県
の
２
府
５
県
が
含
ま
れ
る
。
当
タ
イ
プ
も
、

「
煮
る
・
炊
く
」（
３
７
．
６
％
）
、「
焼
く
」（
１
３
．
７
％
）
が
比
較
的
多
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
他
で
は
、
特
に
伝
統
の
大
阪
箱
ず
し
な
ど
で
知
ら
れ
る
「
す
し
」

が
１
０
．
０
％
と
、
１
２
地
域
の
中
で
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

８
．
山
陰
型　

鳥
取
、
島
根
両
県
が
含
ま
れ
る
。
こ
こ
も
、
冬
季
北
陸
地
方
に

準
ず
る
多
雪
地
帯
で
あ
り
、
寒
さ
に
対
応
す
る
「
煮
る
・
炊
く
」（
３
５
．
１
％
）
、

「
鍋
・
汁
物
」
（
９
．
５
％
）
や
、
保
存
食
を
作
る
た
め
の
「
漬
け
る
」
（
１
２
．

０
％
）
が
比
較
的
多
く
な
っ
て
い
る
。

９
．
山
陽
・
四
国
型　

岡
山
、
広
島
、
山
口
、
香
川
、
徳
島
、
愛
媛
、
高
知
の

７
県
が
含
ま
れ
る
。
瀬
戸
内
海
と
太
平
洋
に
囲
ま
れ
、
新
鮮
な
魚
介
資
源
に
恵

ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
生
食
系
の
「
あ
え
る
・
混
ぜ
る
」
（
１
３
．

８
％
）
や
「
生
食
」
（
４
．
８
％
）
が
目
立
っ
て
多
い
。
ま
た
、
著
名
な
岡
山

の
ば
ら
ず
し
な
ど
の
「
す
し
」
も
８
．
８
％
と
、
近
畿
・
中
京
型
に
続
き
多
く

な
っ
て
い
る
。

10
．
中
北
部
九
州
型　

福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
大
分
、
熊
本
の
５
県
が
含
ま
れ
る
。

図３　伝統的魚介類食類型地域の展開

0    200km    
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こ
こ
も
、
周
囲
を
海
で
囲
ま
れ
新
鮮
な
魚
介
が
得
ら
れ
や
す
い
こ
と
か
ら
生
食

系
の
「
あ
え
る
・
混
ぜ
る
」
（
１
１
．
１
％
）
、
「
生
食
」
（
５
．
７
％
）
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
長
崎
や
福
岡
な
ど
、
古
く
か
ら
の
中
国
文
化
の
流
入
地

で
あ
り
、
「
炒
め
る
」
（
３
．
４
％
）
が
、
他
地
域
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

11
．
南
九
州
型　

宮
崎
、
鹿
児
島
両
県
が
含
ま
れ
る
。
当
地
域
も
、
新
鮮
な
魚

介
が
手
に
入
り
や
す
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
生
食
系
の
「
あ
え
る
・
混
ぜ
る
」
（
９
．

６
％
）
、
「
生
食
」
（
７
．
９
％
）
が
多
い
。
特
筆
す
べ
き
は
、
さ
つ
ま
あ
げ
に

代
表
さ
れ
る
練
り
物
が
９
．
６
％
と
、
１
２
地
域
中
で
最
も
多
く
、
盛
ん
に
食

べ
ら
れ
て
い
る
。
「
煮
る
・
炊
く
」
（
３
５
．
１
％
）
や
「
鍋
・
汁
物
」
（
１
１
．

４
％
）
も
、
他
地
域
よ
り
多
い
が
、
練
り
物
系
の
つ
み
れ
を
入
れ
た
鍋
な
ど
が

よ
く
食
べ
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
。

12
．
沖
縄
型　

沖
縄
の
魚
介
料
理
の
特
徴
と
し
て
は
、
「
鍋
・
汁
物
」
（
１
６
．

０
％
）
や
生
食
系
の
「
あ
え
る
・
混
ぜ
る
」
（
１
６
．
０
％
）
、
「
生
食
」
（
４
．

０
％
）
、
中
華
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る
「
炒
め
る
」
（
８
．
０
％
）
な
ど
の
多
さ

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
海
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
は
あ
る
が
、
豚
肉
や
島

野
菜
、
北
海
道
か
ら
移
入
さ
れ
る
コ
ン
ブ
な
ど
を
使
う
料
理
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
、

魚
介
類
食
自
体
、
そ
れ
ほ
ど
盛
ん
な
地
域
と
は
言
え
な
い
。

二-

三　

タ
ラ
食
文
化
圏
の
展
開

以
上
、
日
本
に
お
け
る
１
２
の
魚
介
類
食
地
域
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
そ
こ

で
次
に
、
魚
介
類
食
展
開
の
地
域
的
ト
ピ
ッ
ク
の
例
と
し
て
、
北
海
道
産
の
タ

ラ
に
関
す
る
文
化
圏
に
つ
い
て
論
を
進
め
て
い
く
。
こ
こ
で
も
、
分
析
資
料
は

農
山
漁
村
文
化
協
会
編
『
日
本
の
食
生
活
全
集
』
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
北
海

道
の
北
部
に
位
置
す
る
稚
内
や
礼
文
島
を
主
産
地
と
す
る
タ
ラ
は
、
江
戸
の
昔

か
ら
北
前
船
で
東
北
西
岸
、
北
陸
、
近
畿
、
中
国
、
九
州
へ
と
運
ば
れ
て
き
た
。

そ
の
移
送
先
の
各
地
で
、
特
徴
的
な
タ
ラ
食
文
化
を
形
成
し
て
き
た
。
こ
こ
で

は
、
図
４
に
示
さ
れ
た
４
つ
に
区
分
さ
れ
る
地
域
ご
と
に
、
タ
ラ
食
を
眺
め
て

い
く
。

①
北
海
道
・
東
北
西
岸
北
部
地
域　

北
海
道
、
青
森
、
秋
田
の
１
道
２
県
が
含

ま
れ
る
。
当
地
は
、
タ
ラ
の
主
産
地
で
あ
り
、
他
地
域
へ
の
搬
出
地
で
も
あ
っ

た
。
タ
ラ
は
、
魚
偏
に
雪
と
書
く
よ
う
に
冬
季
の
寒
冷
な
気
候
下
を
中
心
に
漁

獲
さ
れ
る
。
新
鮮
な
タ
ラ
は
、
日
常
食
と
し
て
鍋
や
刺
身
で
食
べ
ら
れ
る
。
同

時
に
、
日
持
ち
の
す
る
よ
う
他
地
域
へ
の
搬
出
を
目
的
と
し
た
加
工
、
す
な
わ

ち
、
肉
を
干
す
棒
ダ
ラ
作
り
が
行
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
保
存
さ
れ
た
棒
ダ
ラ

は
、
①
の
地
域
で
も
冬
以
外
の
ハ
レ
食
と
し
て
、
煮
付
け
で
食
べ
ら
れ
る
。
棒

ダ
ラ
の
煮
付
け
は
、
棒
ダ
ラ
を
流
水
で
１
週
間
ほ
ど
戻
し
た
後
、
長
時
間
か
け

て
煮
込
む
手
間
も
暇
も
か
か
る
ハ
レ
の
ご
ち
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
富
山
県
は
昔
か
ら
漁
業
出
稼
ぎ
な
ど
を
通
じ
て
北
海
道
と
の
繋
が
り

が
深
く
、
タ
ラ
食
文
化
も
そ
の
影
響
が
強
く
み
と
め
ら
れ
る
。

②
東
北
西
岸
南
部
・
北
陸
東
部
地
域　

山
形
、
新
潟
２
県
と
福
島
県
会
津
地

方
、
群
馬
県
の
山
間
地
域
が
含
ま
れ
る
。
か
つ
て
北
前
船
で
運
ば
れ
た
棒
ダ
ラ

は
、
当
地
に
お

い
て
は
ハ
レ
食

と
し
て
、
年
末

や
正
月
、
お
祭

り
の
ご
ち
そ
う

と
し
て
煮
付
け

に
さ
れ
た
。
新

潟
県
北
魚
沼
郡

川
口
町
（
現
長

岡
市
川
口
町
）

の
鎮
守
の
お
祭

り
は
、
棒
ダ
ラ

の
煮
付
け
を
出

す
こ
と
が
定
番

で
象
徴
的
な
意

図４　タラ食文化圏の展開
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味
合
い
か
ら
、
祭
り
自
体
を
「
棒
ダ
ラ
祭
り
」
と
称
し
て
い
た
５

。

③
北
陸
西
部
・
西
中
部
・
近
畿
・
中
国
地
域　

石
川
、
福
井
、
岐
阜
、
愛
知
、
滋
賀
、

京
都
、
大
阪
、
奈
良
、
兵
庫
、
鳥
取
、
山
口
の
２
府
９
県
が
含
ま
れ
る
。
当
地

も
遠
方
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
棒
ダ
ラ
は
、
貴
重
な
食
材
で
あ
り
ハ
レ
の
日
、
正

月
の
お
せ
ち
の
ご
ち
そ
う
と
し
て
煮
付
け
に
し
て
供
さ
れ
た
。
奈
良
の
わ
ら
べ

歌
に
、
「
正
月
来
た
ら
何
う
れ
し 

ぺ
っ
た
ん
ぺ
っ
た
ん
餅
つ
い
て 

雪
み
た
い

な
ま
ま
（
ご
飯
）
食
べ
て 
割
り
木
み
た
い
な
と
と
添
え
て 

碁
石
み
た
い
な
あ

も
（
餅
）
食
べ
て 

こ
た
つ
へ
あ
た
っ
て
寝
ん
ね
こ
し
ょ
う
」
と
歌
わ
れ
た
歌

詞
中
の
「
割
り
木
み
た
い
な
と
と
」
こ
そ
が
皆
が
あ
こ
が
れ
待
ち
わ
び
る
棒
ダ

ラ
（
の
煮
付
け
）
で
あ
っ
た
６

。

④
九
州
内
陸
・
山
間
地
域　

お
も
に
九
州
山
地
の
山
間
地
域
（
宮
崎
、
熊
本
と

大
分
県
の
一
部
）
に
広
が
る
の
が
、
棒
ダ
ラ
の
煮
付
け
食
文
化
圏
で
あ
る
。
当

地
に
お
い
て
も
棒
ダ
ラ
は
、
ハ
レ
食
と
し
て
供
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
他
の
地

域
と
決
定
的
に
違
う
の
は
、
食
べ
ら
れ
る
時
期
が
お
盆
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
海
か
ら
離
れ
た
内
陸
山
間
地
で
は
、
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
の
供
給

源
で
あ
る
海
産
魚
介
が
入
り
に
く
く
、
特
に
夏
場
は
、
そ
れ
が
不
足
す
る
。
疲

れ
や
す
い
時
期
の
重
要
な
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て
、
ま
た
、
お
い
し
い
ご
ち
そ
う

と
し
て
、
は
る
ば
る
北
海
道
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
棒
ダ
ラ
が
貢
献
し
て
き
た
。

な
お
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
狩
猟
の
獲
物
で
あ
る
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
貴
重

な
動
物
タ
ン
パ
ク
源
と
な
っ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
あ
え
て
区
別
し
な
か
っ
た
が
、
同
じ
九
州
内
陸
部
で
も
、
大
分

県
日
田
か
ら
筑
後
川
の
中
流
域
ま
で
と
、
佐
賀
県
鳥
栖
か
ら
背
後
の
山
間
地
域

に
か
け
て
は
、
「
タ
ラ
お
さ
（
胃
）
の
煮
付
け
」
が
、
お
盆
の
時
期
に
食
べ
ら

れ
て
い
る
。
タ
ラ
お
さ
と
い
う
の
は
、
タ
ラ
の
身
を
究
極
ま
で
そ
ぎ
落
と
し
た

最
後
に
残
る
胃
と
エ
ラ
の
干
物
で
あ
る
。こ
れ
を
水
で
一
晩
か
け
て
戻
し
た
後
、

２
時
間
ほ
ど
か
け
て
煮
込
む
。
近
年
は
消
費
量
的
に
は
減
り
つ
つ
あ
る
が
、
伝

統
食
と
し
て
喜
ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
７

。

以
上
、
か
つ
て
北
前
船
が
運
ん
だ
タ
ラ
を
、
単
に
煮
付
け
と
し
て
食
べ
る
だ

け
で
な
く
、
祭
り
の
名
前
に
付
け
ら
れ
た
り
、
わ
ら
べ
歌
に
謳
わ
れ
る
な
ど
地

域
に
長
年
定
着
し
た
食
文
化
圏
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

二-

四　

宮
崎
県
域
に
お
け
る
魚
介
類
食
の
展
開

魚
介
類
食
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
の
２
つ
目
と
し
て
、
地
元
宮
崎
県
に
お
い
て

伝
統
的
な
魚
介
料
理
が
、
ど
こ
で
ど
れ
ぐ
ら
い
食
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の

摂
食
状
況
に
関
す
る
研
究
成
果
を
披
露
し
よ
う
。
調
査
は
、
宮
崎
県
水
産
振
興

課
か
ら
の
依
頼
で
、
２
０
０
６
年
に
当
時
の
宮
崎
大
学
教
育
文
化
学
部
経
済
地

理
学
ゼ
ミ
所
属
学
生
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
。
依
頼
内
容
は
、
「
宮
崎
県
の
伝

統
的
魚
介
料
理
が
、
近
年
あ
ま
り
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
摂

食
に
関
す
る
実
態
を
調
べ
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
魚
介
料
理

に
関
す
る
研
究
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
の
で
、
ま
ず
、
既
存
文
献
を

当
た
っ
て
み
た
が
、
個
々
の
料
理
に
関
す
る
記
述
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
ど
れ

く
ら
い
食
べ
ら
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
調
査
報
告
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
も
そ

も
、
宮
崎
県
の
伝
統
的
魚
介
料
理
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
を

見
出
す
た
め
に
、
文
献
８

を
あ
た
っ
た
結
果
、
５
８
品
目
の
料
理
を
選
定
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
各
品
目
の
摂
食
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
県
内

全
世
帯
数
の
約
２
‰
に
当
た
る
８
５
３
件
の
聴
き
取
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
。
具
体
的
に
は
当
時
の
３
１
市
町
村
別
に
世
帯
数
の
２
‰
に
当
た
る
調

査
件
数
を
割
り
出
し
９

、
住
宅
地
図
を
見
な
が
ら
調
査
地
点
に
偏
り
の
出
な
い

よ
う
満
遍
な
く
回
り
、
飛
び
込
み
で
聴
き
取
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
、

対
象
者
は
、
平
日
の
昼
間
で
も
在
宅
の
可
能
性
が
高
く
、
な
お
か
つ
、
伝
統
的

魚
介
類
食
に
慣
れ
親
し
ん
で
現
在
も
担
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
５
０
歳
以
上

の
女
性
と
し
た
が
、
場
所
に
よ
っ
て
は
調
査
の
都
合
上
、
年
齢
・
性
別
の
異
な

る
例
も
含
ま
れ
て
い
る
。
調
査
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
理
名
と
そ
の
簡
単
な

調
理
法
を
記
し
た
調
査
用
紙
を
示
し
て
、
「
よ
く
食
べ
る
（
週
単
位
）
」
、
「
時
々

食
べ
る
（
月
単
位
）
」
、
「
た
ま
に
食
べ
る
（
年
単
位
）
」
、
「
食
べ
な
い
」
の
ど
れ

か
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
。
こ
の
聴
き
取
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
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た
デ
ー
タ
の
分
析
方
法
は
、「
よ
く
食
べ
る
」
を
３
点
、「
時
々
食
べ
る
」
を
２
点
、

「
た
ま
に
食
べ
る
」
を
１
点
と
点
数
化
し
、
市
町
村
別
の
個
々
の
調
査
件
数
に

先
の
点
数
を
掛
け
た
得
点
を
合
算
し
、
総
調
査
件
数
で
割
っ
た
数
値
を
１
０
０

倍
し
て
、
各
市
町
村
の
摂
食
得
点
と
し
て
算
出
し
た
。こ
う
し
て
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
を
マ
ン
ダ
ラ
ソ
フ
ト
に
よ
っ
て
地
図
化
し
、
５
８
枚
の
料
理
品
目
ご
と
の
摂

食
頻
度
分
布
図
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
、
５
８
枚
の
地
図
を
見
比
べ
て
、
傾
向

上
の
類
似
性
か
ら
、
宮
崎
県
域
に
９
つ
の
魚
介
類
食
分
布
パ
タ
ー
ン
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、
そ
れ
ら
の
タ
イ
プ
ご
と
に
魚
介
類
食
を
解
説
し
て
い

く
。

１
．
凡
県
域
摂
食
型　

宮
崎
県
全
域
で
広
く
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
料
理
で
あ

る
。
ど
こ
で
も
手
に
入
り
や
す
い
食
材
を
使
う
料
理
で
、
ロ
ー
カ
ル
食
と
い
う

よ
り
も
、
全
国
的
に
も
広
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
摂
食
得
点
の
１

位
か
ら
１
７
位
ま
で
の
上
位
１
７
品
目
、
例
え
ば
「
塩
イ
ワ
シ
・
塩
サ
バ
の
焼

き
魚
」
や
「
イ
カ
と
大
根
の
煮
付
け
」
、
「
サ
バ
の
み
そ
煮
」
、
「
魚
の
す
り
身
の

天
ぷ
ら
」
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
図
５
は
、
魚
の
す
り
身
の
天
ぷ
ら
の
摂
食

頻
度
分
布
図
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
て
も
、
沿
岸
か
ら
内
陸
ま
で
よ
く
食
べ
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
私
自
身
の
体
験
と
し
て
、
例
え
ば
、
か
つ
て
山
奥
の

椎
葉
村
上
椎
葉
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
の
ぞ
い
た
際
に
、
海
産
魚
介
は
ほ

と
ん
ど
販
売
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
天
ぷ
ら
用
の
魚
の
す
り
身

だ
け
は
販
売
さ
れ
て
い
た
。
図
６
は
、
魚
の
す
り
身
の
写
真
で
あ
る
。
県
北
の

あ
げ
み
や
、
日
南
の
飫
肥
天
な
ど
、
地
域
の
名
産
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

２
．
沿
岸
広
域
摂
食
型　

沿
岸
地
域
で
広
く
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
料
理
、
例

え
ば
「
魚
ず
し
」
や
「
シ
イ
ラ
の
か
ら
揚
げ
」
、
「
カ
ツ
オ
飯
」
な
ど
の
６
品
目

が
含
ま
れ
る
。
宮
崎
県
の
沿
岸
は
、
地
形
的
に
は
県
北
（
日
豊
海
岸
）と
県
南
（
日

南
海
岸
）
の
リ
ア
ス
式
海
岸
、
県
央
の
単
調
で
直
線
的
な
砂
浜
海
岸
と
い
っ
た

違
い
が
あ
る
が
、
海
域
的
に
は
遠
浅
の
日
向
灘
の
沖
に
黒
潮
の
激
し
い
流
れ
と

い
う
共
通
性
を
持
つ
。
漁
業
も
、
現
在
は
県
北
が
ま
き
網
に
よ
る
イ
ワ
シ
、
ア
ジ
、

サ
バ
漁
、
県
南
が
カ
ツ
オ
一
本
釣
り
、
マ
グ
ロ
延
縄
漁
な
ど
地
域
分
化
が
著
し

い
も
の
の
、
か
つ
て
は
網
漁
で
獲
っ
た
イ
ワ
シ
を
餌
と
し
て
カ
ツ
オ
を
獲
る
と

い
っ
た
全
県
的
共
通
性
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
沿
岸
の
伝
統
的
な
魚
介
類

食
も
、
他
県
に
比
べ
多
く
見
ら
れ
る
。
図
７
は
、
シ
イ
ラ
の
か
ら
揚
げ
の
摂
食

頻
度
分
布
図
で
あ
る
。
県
北
の
山
間
地
に
一
部
摂
食
が
見
ら
れ
る
が
、
沿
岸
地

域
で
広
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
シ
イ
ラ
は
、
大
型

で
扁
平
な
形
を
成
し
、
全
県
的
に
漁
獲
さ
れ
る
。
白
身
の
淡
白
な
味
わ
い
の
身

が
、
す
り
身
に
利
用
さ
れ
る
。
図
８
も
、
こ
の
タ
イ
プ
に
含
ま
れ
る
サ
バ
の
魚

ず
し
で
あ
る
。
サ
バ
の
魚
ず
し
も
、
全
国
的
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
品
目
で
あ
る
。

図６　魚のすり身の天ぷら

図８　サバの魚ずし

図５　魚のすり身の天ぷらの
摂食頻度分布

図７　シイラのから揚げの
摂食頻度分布
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３
．
沿
岸
・
山
間
広
域
摂
食
型　

沿
岸
と
山
間
の
双
方
で
、
広
く
よ
く
食
べ
ら

れ
て
い
る
料
理
で
、
「
カ
ツ
オ
み
そ
」
、
「
カ
ツ
オ
の
甘
露
煮
」
、
「
ア
ジ
・
タ
イ

な
ど
の
魚
茶
漬
け
」
、
「
メ
ザ
シ
の
天
ぷ
ら
」
の
４
品
目
が
含
ま
れ
る
。
宮
崎
県

域
は
、
古
来
南
北
交
通
路
の
発
達
に
対
し
て
東
西
交
通
路
の
整
備
が
遅
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
沿
岸
の
食
材
は
、
地
産
の
も
の
が
使
わ
れ
る
が
、
内
陸
山
間
地

域
に
は
県
の
沿
岸
か
ら
食
材
が
搬
入
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
隣
県
の
例
え
ば
南

部
の
都
城
で
あ
れ
ば
鹿
児
島
県
の
国
分
（
現
霧
島
市
）
か
ら
、
県
北
の
高
千
穂

な
ど
へ
は
、
熊
本
や
大
分
か
ら
食
材
が
搬
入
さ
れ
て
き
た
。
図
９
は
、
メ
ザ
シ

の
天
ぷ
ら
の
摂
食
頻
度
分
布
図
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
よ
く
食
べ
ら
れ
て

い
る
の
は
、
日
之
影
町
他
の
県
北
山
間
と
県
南
内
陸
の
都
城
周
辺
地
域
と
県
央

沿
岸
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
都
城
で
は
、
昔
、
国
分
か
ら
入
っ
て
く
る
メ
ザ
シ

を
使
っ
て
、
祭
り
や
子
ど
も
の
小
学
校
の
運
動
会
と
い
っ
た
ハ
レ
の
日
に
滅
多

に
食
べ
る
こ
と
の
で
き
な
い
海
の
魚
の
ご
ち
そ
う
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
10

。

４
．
山
間
広
域
摂
食
型　

九
州
山
地
の
山
間
地
域
で
広
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
先

に
取
り
上
げ
た
盆
の
定
番
料
理
で
あ
る
「
棒
ダ
ラ
の
煮
付
け
」
が
該
当
す
る
。

椎
葉
村
の
雑
貨
店
で
は
、
８
月
に
な
る
と
店
頭
に
「
棒
ダ
ラ
入
荷
し
ま
し
た
」

と
い
う
お
知
ら
せ
が
貼
ら
れ
、
住
民
に
盆
の
到
来
を
知
ら
せ
て
い
る
。
図
11
は
、

そ
の
摂
食
頻
度
分
布
図
で
あ
る
。
内
陸
山
間
地
域
で
広
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

５
．
そ
の
他
の
広
域
摂
食
型　

よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
（
摂
食
頻
度
が
高
い
）

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
広
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
、
例
え
ば
、
「
ク
ジ
ラ
尾

羽
の
酢
み
そ
か
け
」
や
「
マ
グ
ロ
煮
」
、
「
カ
ツ
オ
の
た
た
き
み
そ
」
な
ど
の
６

品
目
が
含
ま
れ
る
。
ク
ジ
ラ
尾
羽
の
酢
み
そ
か
け
は
、
日
常
食
べ
る
も
の
で
は

な
い
ハ
レ
食
と
し
て
、
子
ど
も
が
ク
ジ
ラ
の
よ
う
に
大
き
く
立
派
に
育
つ
よ
う

願
を
か
け
た
正
月
お
せ

ち
の
定
番
で
あ
っ
た
。

図
13
は
、
そ
の
摂
食
頻

度
分
布
図
で
あ
る
。
こ

れ
を
見
て
も
、
薄
く
広

く
食
べ
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
中
で
も
、

諸
塚
や
椎
葉
、
西
米
良

が
、
や
や
濃
く
な
っ
て

い
る
の
は
、
後
述
す
る

図12　椎葉商店で販売されて
いた棒ダラ

図11　棒ダラの煮付けの
摂食頻度分布

図13　クジラ尾羽の酢みそ
かけの摂食頻度分布

図10  メザシの天ぷら

図９　メザシの天ぷらの
摂食頻度分布
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人
吉
と
繋
が
る
当
山
間
地
域
で
の
ク
ジ
ラ
食
を
反
映
し
て
い
る
。

６
．
沿
岸
特
定
地
域
摂
食
型　

こ
の
型
に
含
ま
れ
る
料
理
は
、
沿
岸
の
特
定
の

漁
村
地
域
で
食
べ
ら
れ
る
地
産
食
材
を
活
か
し
た
、
典
型
的
個
性
的
な
郷
土
料

理
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
干
し
た
海
藻
を
煮
溶
か
し
て
か
ら
冷
や
し
固
め
る
「
ま

が
り
」
や
「
む
か
で
の
り
」
、
マ
グ
ロ
の
胃
を
細
切
り
に
し
て
煮
た
「
ご
ん
ぐ

り
煮
」
、
カ
ツ
オ
の
切
り
身
入
り
塩
味
を
付
け
た
焼
き
お
に
ぎ
り
で
あ
る
「
こ

な
ま
す
」
、
ト
ビ
ウ
オ
の
す
り
身
な
ど
を
原
料
に
麺
状
に
し
た
「
魚
う
ど
ん
」

な
ど
の
１
６
品
目
が
含
ま
れ
る
。
図
14
は
、
ま
が
り
の
摂
食
頻
度
分
布
図
で
あ

る
。
ま
が
り
は
、
海
藻
を
溶
か
し
固
め
た
深
緑
色
の
ゼ
リ
ー
状
の
酢
み
そ
を
か

け
て
食
す
る
日
南
方
面
に
限
定
さ
れ
た
地
域
食
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
図
15

は
、
こ
の
型
に
含
ま
れ
る
魚
う
ど
ん
で
あ
る
。

７
．
沿
岸
・
山
間
特
定
地
域
摂
食
型　

沿
岸
・
山
間
の
双
方
の
特
定
地
域
で
食

べ
ら
れ
て
い
る
カ
ツ
オ
身
に
味
を
付
け
て
煎
り
あ
げ
、
保
存
が
効
く
「
カ
ツ
オ

の
そ
ぼ
ろ
」
や
魚
身
を
た
た
き
、
み
そ
味
を
つ
け
た
「
た
た
っ
こ
」
、
干
し
フ

カ
を
茹
で
て
細
切
り
に
し
、
甘
酢
に
漬
け
込
む
「
干
し
フ
カ
の
甘
酢
漬
け
」
の

３
品
目
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
も
沿
岸
の
食
材
は
地
産
、
山
間
の
食
材
は
、
隣
県

よ
り
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
図
16
は
、
カ
ツ
オ
の
そ
ぼ
ろ
の
摂
食
頻
度
分
布

図
で
あ
る
。
こ
れ
を
見

る
と
、
椎
葉
や
え
び
の

と
い
っ
た
山
間
地
域
と

県
南
、
日
南
周
辺
お
よ

び
県
央
の
臨
海
地
域
に

摂
食
地
域
が
分
か
れ
て

い
る
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。

８
．
山
間
特
定
地
域
摂
食
型　

山
間
の
特
定
地
域
で
食
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
淡
水
魚
の
ヤ
マ
メ
を
使
う
「
え
の
は
の
ほ
だ
ら
焼
き
」
と
「
塩
ク
ジ
ラ

の
麦
が
ゆ
・
麦
ぞ
う
す
い
」
の
２
品
目
が
含
ま
れ
る
。
図
17
は
、
塩
ク
ジ
ラ
の

麦
が
ゆ
・
麦
ぞ
う
す
い
の
摂
食
頻
度
分
布
図
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
特
に

椎
葉
村
に
お
い
て
よ
く
食
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宮
崎
県
で
も
最
も
山

深
い
椎
葉
村
に
お
い
て
、
な
ぜ
、
海
産
の
ク
ジ
ラ
食
が
盛
ん
な
の
か
、
そ
の
歴

史
的
経
緯
を
含
め
て
説
明
し
て
お
く
。
椎
葉
は
、
江
戸
時
代
、
相
良
人
吉
藩
の

預
か
り
地
で
あ
っ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
宮
崎
県
域
で
は
古
来
、
東
西
交
通

路
が
発
達
し
な
か
っ
た
。
椎
葉
‐
美
々
津
間
の
道
も
、
林
業
開
発
を
目
的
と
し

図15　魚うどん

図14　まがりの摂食頻度分布

図18　塩クジラの麦がゆ

図17　塩クジラの麦がゆ・麦
ぞうすいの摂食頻度分布

図16　カツオのそぼろの
摂食頻度分布
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た
住
友
財
閥
の
寄
付
に
よ
っ
て
、
大
正
６
（
１
９
１
９
）
年
に
「
住
友
の
百
万

円
道
路
」
と
し
て
、
よ
う
や
く
開
通
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ

以
前
に
は
、
椎
葉
と
外
界
の
交
流
路
は
、
山
越
え
で
の
人
吉
ま
で
の
道
し
か
な

く
、
必
然
的
に
人
吉
‐
椎
葉
は
、
政
治
・
経
済
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ

る
。
た
だ
、
人
吉
も
海
か
ら
離
れ
た
山
奥
で
あ
り
、
海
産
物
が
容
易
に
入
っ
て

こ
な
い
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
吉
で
ク
ジ
ラ
食
が
盛
ん
な
理
由
に
つ
い
て
、

地
元
の
歴
史
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
国
末
期
か
ら
江
戸
時
代

初
期
に
活
躍
し
た
剣
豪
丸
目
蔵
人
佐
長
恵
が
若
い
こ
ろ
、
全
国
を
回
っ
て
武
者

修
行
に
励
ん
で
い
た
際
に
、
精
の
付
く
ク
ジ
ラ
鍋
が
気
に
入
り
、
人
吉
に
帰
藩

後
も
保
存
の
効
く
塩
ク
ジ
ラ
肉
を
取
り
寄
せ
て
、
彼
の
号
の
つ
い
た
「
鉄
斎
鍋
」

と
し
て
皆
に
ふ
る
ま
っ
た
こ
と
で
、
人
吉
中
に
ク
ジ
ラ
食
が
広
ま
っ
た
。
人
吉

の
青
井
阿
蘇
神
社
で
は
、
10
月
に
入
る
と
お
く
ん
ち
の
祭
り
が
始
ま
る
。
こ
の

祭
り
で
奉
納
さ
れ
る
神
楽
を
舞
う
た
め
に
、
昔
か
ら
椎
葉
の
人
々
も
参
加
し
て

お
り
、
舞
の
後
の
直
会
で
酢
ダ
コ
や
塩
ク
ジ
ラ
、
球
磨
焼
酎
を
飲
食
し
て
味
を

覚
え
、
椎
葉
に
も
塩
ク
ジ
ラ
が
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
11

。

９
．
そ
の
他
の
特
定
地
域
摂
食
型　

分
布
上
の
偏
っ
た
特
徴
が
少
な
く
、
か
つ
、

摂
食
頻
度
も
低
い
「
ア
ユ
飯
」
な
ど
の
３
品
目
が
含
ま
れ
る
。
図
19
は
、
ア
ユ

飯
の
摂
食
頻
度
分
布
図

で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る

と
、
冬
の
ア
ユ
簗
漁
で

知
ら
れ
る
五
ヶ
瀬
川
流

域
を
含
む
県
北
や
県
南

の
北
郷
が
多
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

三　

飲
酒
嗜
好
に
見
る
日
本
の
地
域
性

前
章
で
は
、
伝
統
的
魚
介
類
食
の
展
開
に
つ
い
て
、
日
本
全
域
か
ら
入
っ
て

宮
崎
県
域
で
の
展
開
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
本
章
で
は
、
大
き
く
話
題
を
変

え
て
、
魚
（
酒
菜
）
す
な
わ
ち
、
あ
て
の
話
か
ら
、
酒
（
飲
酒
嗜
好
）
の
持
つ

地
域
性
に
つ
い
て
論
を
進
め
て
い
く
。
話
は
ま
ず
、
導
入
と
し
て
の
酒
に
関
す

る
基
礎
講
座
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三-

一　

酒
に
関
す
る
基
礎
講
座

酒
は
、
製
法
の
上
で
醸
造
酒
と
蒸
留
酒
に
大
別
さ
れ
る
。
醸
造
酒
は
、
穀
物

な
ど
の
デ
ン
プ
ン
質
原
料
を
糖
化
さ
せ
る
か
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
の
糖
質
原
料

を
水
と
一
緒
に
タ
ン
ク
に
入
れ
て
酵
母
を
加
え
、
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
し
て
で
き

た
酒
母
（
醪
：
も
ろ
み
）
を
絞
っ
た
り
濾
過
し
た
り
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
分
を
抽

出
す
る
。
代
表
的
な
酒
が
、
清
酒
（
日
本
酒
）
、
ビ
ー
ル
、
ワ
イ
ン
、
シ
ー
ド
ル
（
リ

ン
ゴ
酒
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
蒸
留
酒
は
、
穀
物
な
ど
の
デ
ン
プ
ン

質
原
料
を
糖
化
さ
せ
る
か
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
の
糖
質
原
料
を
水
と
一
緒
に
タ

ン
ク
に
入
れ
て
酵
母
を
加
え
、
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
し
て
で
き
た
酒
母
（
醪
）
を

蒸
留
器
に
入
れ
て
熱
す
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
の
沸
点
は
７
８
℃
で
あ
り
、
水
よ
り

先
に
沸
騰
・
蒸
発
す
る
ア
ル
コ
ー
ル
を
冷
や
し
集
め
る
と
蒸
留
酒
と
な
る
。
１

回
だ
け
蒸
留
す
る
と
、
イ
モ
、
ム
ギ
、
コ
メ
、
ソ
バ
な
ど
を
使
う
単
式
蒸
留
焼

酎
の
よ
う
に
原
料
の
香
り
が
残
る
酒
が
で
き
る
。
大
麦
を
原
料
と
す
る
ウ
イ
ス

キ
ー
は
、
ビ
ー
ル
と
同
じ
よ
う
に
発
酵
・
生
成
さ
せ
た
酒
母
を
２
回
蒸
留
器
に

か
け
た
原
酒
を
、
内
側
を
バ
ー
ナ
ー
で
焼
い
た
樽
に
詰
め
て
長
期
間
貯
蔵
す
る

こ
と
で
、
独
特
の
色
と
香
り
が
付
く
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
の
高
い
酒
に
な
る
。
ブ

ド
ウ
を
原
料
と
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ー
も
原
酒
を
樽
貯
蔵
し
て
作
ら
れ
る
。こ
の
他
、

蒸
留
酒
に
は
、
糖
蜜
を
原
料
と
す
る
連
続
式
蒸
留
焼
酎
（
旧
甲
類
焼
酎
）
や
、

ラ
イ
ム
ギ
を
原
料
と
す
る
ウ
ォ
ッ
カ
、
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
の
茎
を
原
料
と
す
る

テ
キ
ー
ラ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
原
料
と
す
る
ラ
ム
酒
な
ど
が
あ
る
。

図19　アユ飯の摂食頻度分布
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三-

二　

清
酒
・
焼
酎
嗜
好
の
地
域
的
展
開

日
本
の
伝
統
酒
で
あ
る
清
酒
造
り
は
、
縄
文
晩
期
に
大
陸
か
ら
稲
作
が
も
た

ら
さ
れ
る
の
と
同
時
に
、
絞
ら
な
い
濁
り
酒
（
ど
ぶ
ろ
く
）
造
り
が
伝
わ
っ
た

と
さ
れ
る
。
一
方
、
琉
球
か
ら
鹿
児
島
へ
、
ま
た
、
朝
鮮
半
島
か
ら
壱
岐
島
へ

な
ど
、
複
数
の
ル
ー
ト
を
通
じ
て
伝
わ
っ
た
焼
酎
造
り
も
１
４
世
紀
頃
に
は
日

本
に
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
７
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
こ
れ
ら
の
酒

は
、
ま
さ
に
日
本
を
代
表
す
る
国
酒
と
呼
ん
で
よ
か
ろ
う
12

。

近
年
、
清
酒
や
焼
酎
の
海
外
展
開
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
が
、
業
者
が
こ
れ
ら

の
酒
の
性
格
か
ら
く
る
売
り
（
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
）
と
し
て
、
食
中
酒
を
謳

い
文
句
に
し
て
い
る
。
欧
米
で
は
一
般
に
、
醸
造
酒
は
食
中
酒
と
し
て
、
蒸
留

酒
は
食
後
酒
と
し
て
愛
飲
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
中
で
、
日
本
の
焼
酎
は
、
蒸
留

酒
と
し
て
は
度
数
の
低
い
希
少
な
食
中
酒
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

国
税
庁
統
計
よ
り
、
清
酒
と
焼
酎
（
単
式
蒸
留
焼
酎
、
連
続
式
蒸
留
焼
酎
）

の
都
道
府
県
別
に
見
た
地
域
展
開
に
つ
い
て
ふ
れ
る
（
図
20
）
13

。
ま
ず
、
図

中
に
示
さ
れ
た
清
酒
嗜
好
の
強
い
地
域
を
順
に
あ
げ
る
と
、
新
潟
、
長
野
、
秋
田
、

山
形
、
福
島
、
石
川
、
富
山
、
島
根
、
福
井
県
の
９
県
と
な
る
。
い
ず
れ
も
日

本
海
側
の
東
北
、
北
陸
、
山
陰
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
と
い
う
こ
と
で
、
当
然

な
が
ら
清
酒
の
産
地
と
一
致
し
て
い
る
。
続
い
て
、
連
続
式
蒸
留
焼
酎
嗜
好
の

強
い
道
県
を
あ
げ
る
と
、
群
馬
、
北
海
道
、
青
森
、
山
形
、
秋
田
、
埼
玉
、
岩
手
、

栃
木
県
の
８
道
県
が
含
ま
れ
る
。
こ
ち
ら
は
、
北
海
道
か
ら
北
東
北
と
、
北
関

東
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
無
味
無
臭
の
連
続
式
蒸
留
焼

酎
は
、
ど
ん
な
肴
の
味
で
も
邪
魔
し
な
い
と
か
、
寒
い
地
方
で
冬
焚
火
を
囲
み

な
が
ら
飲
ん
で
も
、
凍
ら
な
い
か
ら
好
ま
れ
る
な
ど
と
い
っ
た
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
14

。
こ
の
２
つ
の
酒
は
、
比
較
的
近
接
し
た
地
域
展
開
を
み
せ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
、
単
式
蒸
留
焼
酎
嗜
好
の
強
い
県
を
あ
げ
る
と
、

鹿
児
島
、
宮
崎
、
大
分
、
熊
本
、
長
崎
、
福
岡
、
佐
賀
、
島
根
県
の
８
県
と
な
っ

て
い
る
。
こ
ち
ら
は
、
南
九
州
を
中
心
に
中
国
地
方
ま
で
、
西
日
本
地
方
を
中

心
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。な
お
、
泡
盛
で
著
名
な
沖
縄
県
も
、
当
然
、

単
式
蒸
留
焼
酎
嗜
好
の
強
い
地
域
で
あ
る
が
、
国
税
庁
に
お
い
て
把
握
が
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
統
計
上
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
統
３
酒
を
単
純
に

合
計
し
て
消
費
量
の
多
い
地
域
を
あ
げ
る
と
、
鹿
児
島
、
宮
崎
、
新
潟
、
山
形
、

大
分
、
島
根
、
秋
田
、
長
野
、
福
島
、
群
馬
県
の
順
に
な
る
。

図20　酒類別消費卓越地域の分布　
　　　国税庁：『酒のしおり』（統計）による。
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三-

三　

清
酒
の
味
に
み
る
普
遍
性
と
地
域
性

清
酒
の
味
は
、
日
本
酒
度
（
糖
分
量
）
と
酸
度
で
決
ま
る
と
言
わ
れ
る
。
日

本
酒
度
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
糖
分
が
少
な
い
辛
口
と
な
り
低
い
ほ
ど
糖
分
の
多

い
甘
口
と
な
る
。
ま
た
、
酸
度
が
高
い
ほ
ど
濃
醇
、
低
い
ほ
ど
淡
麗
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
清
酒
は
、
味
の
上
で
淡
麗
辛
口
、

淡
麗
甘
口
、
濃
醇
辛
口
、
濃
醇
甘
口
と
い
う
４
つ
の
大
き
な
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
る
こ
と
に
な

る
。
図
21
は
、

国
税
庁
調
査
で

作
成
さ
れ
た
清

酒
の
味
の
都
道

府
県
平
均
値
の

分
布
図
に
、
筆

者
が
平
均
線
と

グ
ル
ー
プ
を
囲

い
込
ん
だ
も
の

で
あ
る
。
こ
れ

を
見
る
と
、
い

わ
ゆ
る
「
淡
麗

辛
口
」
に
含
ま

れ

る

の

が

富

山
、
新
潟
、
静

岡
、
東
京
、
茨

城
の
５
都
県
、

「
淡
麗
甘
口
」

が
岡
山
、
広
島
、

栃
木
、
群
馬
、

山
梨
の
５
県
、

「
濃
醇
甘
口
」
が
青
森
、
大
阪
、
三
重
の
３
府
県
、「
濃
醇
辛
口
」
が
岐
阜
、
滋
賀
、

奈
良
、
兵
庫
、
香
川
、
秋
田
、
石
川
、
京
都
の
８
府
県
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

グ
ル
ー
プ
以
外
で
の
地
域
的
な
ま
と
ま
り
は
見
出
し
に
く
い
が
、
一
般
に
甘
口

と
さ
れ
る
北
部
九
州
（
佐
賀
、
長
崎
、
大
分
）
が
明
瞭
に
区
分
さ
れ
た
り
、
逆

に
辛
口
酒
と
し
て
高
知
、
鳥
取
、
山
形
の
酒
が
出
て
く
る
の
が
興
味
深
い
。
一

般
に
は
、
企
業
・
銘
柄
に
よ
っ
て
味
が
違
う
清
酒
を
地
域
共
通
の
性
格
と
し
て

括
る
の
は
難
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

三-

四　

単
式
蒸
留
焼
酎
ブ
ー
ム
を
支
え
た
技
術
革
新

図
22
は
、
日
本
の
酒
類
別
消
費
量
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。
全
体
量
と
し
て

は
、
１
９
９
５
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
漸
減
す
る
が
、
特
に
ビ
ー
ル
、
清
酒
の
減

少
が
著
し
い
。
連
続
式
蒸
留
焼
酎
も
停
滞
す
る
中
で
、
も
と
も
と
少
な
か
っ

た
単
式
蒸
留
焼
酎
が
、

２
０
１
０
年
頃
ま
で
シ
ェ

ア
を
伸
ば
し
て
き
た
。
こ

の
焼
酎
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ

る
現
象
は
、
数
次
に
わ

た
っ
て
生
じ
て
き
た
。
ま

ず
、
１
９
７
０
年
前
半
に

は
、
鹿
児
島
か
ら
福
岡

市
場
へ
、
福
岡
の
鹿
児

島
出
身
者
へ
む
け
て
の

「
白
波
ブ
ー
ム
」
が
あ
り
、

１
９
７
０
年
代
後
半
に
は

五
ヶ
瀬
の
雲
海
酒
造
が
開

発
し
た
ソ
バ
焼
酎
が
東
京

市
場
へ
、
１
９
８
０
年
代

に
は
大
分
ム
ギ
焼
酎
が
東

図21　清酒（一般酒）の甘辛度・濃淡度の都道府県別分布
　　 （2014～17年の平均値）
　　　国税局（2017）：『全国市販酒類調査結果』データに一部筆者加筆。

図22　日本の酒類別消費量の推移
　　　国税庁：『酒のしおり』より作成。
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京
市
場
へ
、
そ
し
て
２
０
０
０
年
以
降
、
鹿
児
島
・
宮
崎
の
イ
モ
焼
酎
が
全
国

市
場
展
開
す
る
大
き
な
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
焼
酎
ブ
ー
ム
の
発

生
に
は
、
業
者
の
宣
伝
販
売
活
動
と
と
も
に
、
技
術
的
な
革
新
の
下
支
え
が
あ
っ

た
。
イ
モ
焼
酎
は
、
か
つ
て
臭
す
ぎ
る
と
さ
れ
、
中
央
市
場
か
ら
敬
遠
さ
れ
て

き
た
が
、
材
料
の
傷
ん
だ
部
分
を
き
ち
ん
と
取
り
除
く
と
い
っ
た
基
本
作
業
の

見
直
し
、
減
圧
蒸
留
器
の
導
入
、
古
酒
と
の
ブ
レ
ン
ド
技
術
の
向
上
、
清
酒
用

の
黄
麹
を
使
う
こ
と
で
清
酒
的
な
マ
イ
ル
ド
な
風
味
を
出
す
な
ど
の
工
夫
が
な

さ
れ
て
き
た
。
こ
の
イ
モ
焼
酎
ブ
ー
ム
も
、
し
か
し
、
２
０
０
５
年
頃
に
は
落

ち
着
い
て
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
感
が
強
く
、
業
界
で
も
次
の
一
手
を
模
索
し
て
い

る
。

三-

五　

宮
崎
県
に
お
け
る
飲
酒
嗜
好
地
域
の
展
開

筆
者
は
、
鹿
児
島
県
出
身
で
関
西
や
北
部
九
州
で
過
ご
し
て
後
、
１
９
９
８

年
に
縁
あ
っ
て
宮
崎
大
学
に
着
任
し
た
。
そ
う
し
て
、
宮
崎
の
テ
レ
ビ
で
度
々

イ
モ
焼
酎
の
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
る
の
を
見
て
、
焼
酎
文
化
圏
に
帰
っ
て
き
た
感
を
強

く
持
っ
た
。
着
任
翌
年
、
友
人
の
先
生
と
一
緒
に
椎
葉
神
楽
を
見
に
行
く
機
会

を
得
た
。
行
く
に
当
た
っ
て
、
酒
を
持
っ
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
麓

の
東
郷
の
酒
屋
で
、
椎
葉
で
好
ま
れ
る
酒
を
所
望
し
た
と
こ
ろ
、
店
主
が
持
っ

て
き
た
の
が
焼
酎
甲
類
、
京
都
市
伏
見
区
製
の
「
巴
」
と
い
う
焼
酎
で
あ
っ
た
。

当
時
、
酒
に
関
し
て
は
全
く
の
門
外
漢
で
、
イ
モ
焼
酎
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

は
わ
か
る
が
、
な
ぜ
、
京
都
の
甲
類
焼
酎
が
椎
葉
で
好
ま
れ
て
い
る
の
か
大
い

な
る
疑
問
で
あ
っ
た
。
地
域
に
謎
が
あ
る
時
に
、
そ
れ
を
解
き
た
く
な
る
地
理

屋
の
習
性
で
、
大
変
興
味
を
持
っ
た
の
で
、
ゼ
ミ
に
所
属
し
て
い
た
学
生
と
一

緒
に
調
べ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
調
べ

る
か
。
既
存
文
献
に
は
、
そ
う
い
っ
た
地
域
飲
酒
嗜
好
を
解
明
し
た
研
究
は
な

く
、
独
自
に
調
査
方
法
か
ら
開
発
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
県
内

く
ま
な
く
、
住
民
に
好
き
な
酒
を
聞
い
て
回
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
地
域
の
飲
酒
嗜
好
を
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
長
年
地
域
に
根
付
い
た
小

売
酒
販
店
を
対
象
に
、
聴
き
取
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
内

容
は
、
①
主
要
酒
類
（
こ
こ
で
は
、
特
に
単
式
蒸
留
焼
酎
、
清
酒
、
連
続
式
蒸

留
焼
酎
の
３
酒
）
別
販
売
（
消
費
）
割
合
、
②
売
れ
筋
銘
柄
、
③
そ
の
銘
柄
が

地
域
で
支
持
さ
れ
る
理
由
、
④
酒
類
消
費
の
動
向
で
あ
る
。

２
０
０
０
年
当
時
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
た
小
売
酒
販
店
が

１
，
１
８
１
件
あ
っ
た
が
、
当
時
の
４
４
市
町
村
別
店
舗
件
数
と
世
帯
数
よ
り

調
査
対
象
店
舗
数
を
決
定
し
、
県
全
体
で
９
５
件
を
調
査
し
、
９
１
件
の
有
効

回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
具
体
的
に
は
、
調
査
対
象
の
店
舗
に
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
郵
送
し
、
全
件
を
回
っ
て
の
回
収
時
に
聴
き
取
り
を
行
っ
た
。
こ
の

調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
よ
り
、
市
町
村
別
主
要
３
酒
類
の
消
費
割
合

を
示
し
た
の
が
図
23
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
単
式
蒸
留
焼
酎
は
、
全
県
で

の
３
酒
類
合
計
に
対
す
る
割
合
が
７
７
％
と
最
も
よ
く
飲
ま
れ
て
い
る
。
大
半

が
イ
モ
焼
酎
で
あ
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
コ
メ
や
雑
穀
焼
酎
も
あ
る
。
清
酒図23　市町村別主要酒類消費割合
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は
、
３
酒
類
合
計
に
対
す
る
割
合
が
１
０
％
あ
り
、
県
北
、
県
央
、
県
西
の
一

部
に
消
費
中
心
が
見
ら
れ
る
。
連
続
式
蒸
留
焼
酎
は
、
３
酒
類
合
計
に
対
す
る

割
合
が
１
３
％
あ
る
。
消
費
の
中
心
と
し
て
際
立
っ
て
多
い
の
が
入
郷
地
区
と

野
尻
町
で
あ
る
。
図
23
で
明
ら
か
に
な
っ
た
状
況
を
類
型
分
析
に
よ
っ
て
地
域

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
行
っ
た
結
果
図
24
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
宮
崎
県
域
に
は
、

６
つ
の
飲
酒
嗜
好
地
域
が
展
開
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
図
24
を
具
体
的
に
解

説
す
る
と
、
図
中
の
Ⅰ
（
え
び
の
、
串
間
地
区
）
は
、
伝
統
的
薩
摩
型
飲
酒
嗜

好
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
販
売
市
場
が
隣
接
す
る
鹿
児
島
県
に
ま
で
及
ん

で
い
る
た
め
、
同
県
に
合
わ
せ
て
２
５
度
イ
モ
焼
酎
が
好
ま
れ
る
。
図
中
の
Ⅱ

（
県
央
以
南
地
域
）は
、
宮
崎
型
飲
酒
嗜
好
地
域
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
ま
で
は
、

Ⅰ
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
、
少
な
い
在
庫
で
増
え
る
需
要
に
対
応
す
る
た

め
薄
め
る
こ
と
で
値
を
下
げ
て
売
っ
た
名
残
で
、
現
在
で
も
２
０
度
イ
モ
焼
酎

愛
飲
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
図
中
の
Ⅲ
（
西
米
良
地
区
）
は
、
球
磨
型
飲
酒
嗜

好
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
江
戸
の
昔
よ
り
球
磨
地
方
と
の
経
済
的
な
繋
が
り

が
強
く
、
そ
こ
か
ら
流
入
す
る
２
５
度
コ
メ
焼
酎
（
球
磨
焼
酎
）
が
好
ま
れ
て

き
た
。
図
中
の
Ⅳ
（
延
岡
、
日
向
地
区
）
は
、
延
岡
型
飲
酒
嗜
好
地
域
で
あ
る
。

こ
こ
は
、
伝
統
的
に
清
酒
、
次
い
で
連
続
式
蒸
留
焼
酎
が
好
ま
れ
て
き
た
。
図

中
の
Ⅴ
（
入
郷
地
区
）
は
、
延
岡
後
背
地
型
飲
酒
嗜
好
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
は
、

連
続
式
蒸
留
焼
酎
が
強
い
地
域
で
あ
る
。
最
後
の
図
中
Ⅵ
（
西
臼
杵
地
区
）
は
、

県
北
山
間
地
型
飲
酒
嗜
好
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
か
つ
て
は
、
九
州
山
地
で

球
磨
地
方
と
繋
が
る
コ
メ
焼
酎
地
域
で
あ
っ
た
が
、
五
ヶ
瀬
で
ソ
バ
焼
酎
、
高

図24　宮崎県域に展開する飲酒嗜好地域型

図25　九州地方に展開する飲酒嗜好の16地域型


